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研究成果の概要（和文）：本研究では、国内の主要な博物館において、おもに明治・大正・昭和前期の論文に記載され
た古生物証拠標本の所蔵状況の実態調査を行った。そして、各博物館の古生物標本データベースについて、それらを一
括して横断検索できるデータベースを構築した。標本レコード総数は約260,000件である。そのうち約75,000点以上が
証拠標本と判明した。これらの結果は、データベースのウェブサイトに公開した。また、東京大学総合研究博物館に所
蔵された新生代貝類化石の証拠標本を中心に、その記載・タイプ標本の分類学的再検討を行った。

研究成果の概要（英文）：We surveyed the paleontological collections of some main museums in Japan for vouc
her specimens described in publications, primarily of the Meiji, Taisho and early Showa periods. We compil
ed a new database of paleontological collections cross-searching these museum databases. The number of rec
ords is about 260,000 in total. Based on the survey and the database, we identified over 75,000 voucher sp
ecimens. We published the database website on the internet. We carried out some taxonomic revisions of Cen
ozoic molluscan fossils, mainly owned by the University Museum, the University of Tokyo.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
論文に記載された標本は、研究の証拠標本
（voucher specimen）として保存されること
が望まれ、近年の学術誌では標本の収蔵機関
が明記されるようになった。新種を記載した
際も、その証拠標本であるタイプ標本の保管
場所を特定することが国際命名規約で義務
付けられている。そのため、博物館は、これ
らの研究された学術資料を保存・管理する施
設であるとともに、その実証的な研究や教育
を行う場であり、それらの資料情報を積極的
に発信することによって、研究資料としての
再利用を活性化する役割を果たすことが求
められている。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、古生物学の論文に記載さ
れた証拠標本について、国内の博物館等の研
究機関における所蔵状況の実態調査を行い、
それらの標本情報や文献情報が体系的に一
覧できるデータベースを構築することであ
る。具体的な目標としては、東京大学総合研
究博物館地史古生物部門（以下、東大博物館
と略）に所蔵された標本を基礎に、古生物標
本を収蔵している国内各博物館について、明
治・大正・昭和前期の論文で記載された証拠
標本の所蔵調査と、そのデータベース化を行
う。また、各博物館の収蔵部門の関係者と情
報交換を行い、標本情報の規格化・標準化と、
各博物館の標本データベースを横断検索で
きるネットワークを構築することである。 
 
３．研究の方法 
(1)本研究では、各博物館等の研究機関にお
いて実際に所蔵調査を行うための事前調査
として、各博物館からインターネット上に公
開されている標本データベースをもとに、そ
れぞれの所蔵標本の中に、論文に記載された
証拠標本が有るかを調査する。 
①この調査作業では、各博物館の標本データ
ベースの入力形式が異なるために、先ずそれ
らの入力項目を整理し、新たに再構成・統合
したデータベースを作成する。この作業によ
って、各博物館で別々に公開されていた標本
情報が一覧できるようになり、調査対象とな
る証拠標本の状況を明確にすることができ
る。 
②また、この各博物館の標本情報を統合した
データベースは、本研究のもう一つの目的で
ある各収蔵機関を横断検索できるデータベ
ースの基盤として利用する。 
③このように、標本の統合データベースを作
成した上で、それぞれの所蔵標本が論文で記
載されたものか、データベースの標本情報と、
論文内容と照合しながら調査する。そして、
この調査で判明した論文の書誌情報は、当該
標本に関する新たな情報として標本統合デ
ータベースに追加する。 
④この調査で判明した論文の書誌情報は、電
子ジャーナル等の情報とともに文献データ

ベースとしてまとめる。これは、標本情報と
文献情報を関連付けて体系的に一覧するこ
とのできるデータベースを構築するための
基礎となる。 
⑤さらに、公開データベースにもとづく調査
と並行して、主要な論文著者ごとに、その著
作リストを作成し、それらの文献に記載・図
示された証拠標本に関する情報を網羅した
リストを作成する。この著者ごとの証拠標本
のリストは、これまでに標本情報の公開され
ていた標本以外のものについて、実地調査に
おいて、その有無や所蔵状況の確認のために
利用する。 
 
(2)以上のような事前調査を行った上で、各
博物館における証拠標本の実態調査を行う。
対象となる標本は、基本的に事前調査で判明
したものから適宜に始める。実物標本を確認
し、標本やラベル等を画像撮影する。同時に、
(1)の⑤で作成した著者ごとの証拠標本リス
ト等に基づいて、その他の関連した標本の有
無や所蔵状況についても確認する。また、そ
のような所蔵調査を実施するとともに、それ
ぞれ訪問した博物館・研究機関の収蔵部門の
担当者との情報交換を行う。 
 
(3)本研究の主要目的である明治・大正・昭
和前期に収集・記載された古生物標本につい
て、国内の各博物館・研究機関を対象に、そ
の所蔵状況の調査を行う。また、記載された
証拠標本の分類学的再検討や、新種記載の証
拠であるタイプ標本のステータスの確認な
ど、より精密な調査は、研究グループの所属
する東大博物館を中心に行う。その上で、研
究の進行にともなって、その他の収蔵機関に
おいても、同様の精密な所蔵調査を進める。 
 
４．研究成果 
(1)古生物標本を所蔵する国内の各博物館・
研究機関でインターネット上に公開されて
いるデータベースについて、それらを一括し
て横断検索できるデータベースを作成した。
研究グループの所属する東京大学総合研究
博物館の他、北海道大学総合博物館、東北大
学総合学術博物館、産業技術総合研究所地質
標本館、国立科学博物館（無脊椎動物・脊椎
動物・植物・微化石）、千葉県立中央博物館、
瑞浪市化石博物館、京都大学総合博物館、徳
島県立博物館、九州大学総合研究博物館の各
標本データベース、及び在日本脊椎動物化石
標本データベース（JAFOV）について掲載し
た。標本レコード総数は、264,973 件である。
このうち、75,224 件（記載文献数 2,210 件）
が、所蔵調査・文献調査によって論文で記載
された証拠標本として判明した。標本画像の
閲覧情報は 16,724 件である。なお、データ
件数については、本報告書作成時における値
である。このデータベースのウェブサイトは、
インターネット上に公開し閲覧できるよう
にした（本報告書の「その他」①欄に URL を



掲載）。 
 このような国内の博物館等の収蔵機関の
標本データベースを横断的にネットワーク
でつなぐ「横断データベース」を構築して得
られた成果は、次のような意義と今後の展開
につながる。まず、博物館等において、イン
ターネットを通じた標本データベースの公
開は、標本利用の促進と、標本管理業務に対
する理解を向上させるとともに、データベー
スの公開そのものが、研究・業務成果の社会
還元に直結する点で意義がある。また、その
ような中で、現在の国内外の標本データベー
ス等に関する研究動向としては、各収蔵機関
から個別に公開されているデータベースを
統合・ネットワーク化する方向にある。その
ため、本研究の成果である横断データベース
は、これをさらに発展させることで、国内の
博物館等の収蔵機関の古生物標本データベ
ースをネットワークでつなぐ基幹となると
考えられる。 
 
(2)本研究では、国内の主要な博物館におい
て、古生物証拠標本の所蔵状況の実態調査を
行った。その結果、各博物館の公開データベ
ース情報から判明した証拠標本についてそ
の概要を確認することができた。同時に、デ
ータベース情報からは判断することができ
なかったが、このように実際に訪問して調査
することによって、各博物館に予想以上に多
数の証拠標本が保管されていることがわか
った。 
 また、各博物館における収蔵・保管方法、
標本情報の入力方法の相違や特徴が明らか
になった。例えば、収蔵方法が、登録番号順、
分類群順、研究者別など、それぞれの博物館
ごとに異なることがわかった。そして、その
結果として、データベースへの入力形式に違
いが生じていることが明らかとなった。 
 さらに、これらの所蔵状況の実地調査にと
もない、各博物館の収蔵部門の担当者と情報
交換を行い、今後の協力関係を築くことがで
きた。 
 以上のような国内の各博物館における実
態調査の結果は、今後次のような展開につな
がる。まず、これまでに調査できた博物館だ
けでも、データベースに未公開の多数の証拠
標本が所蔵されていることから、さらに精密
な調査を行い、証拠標本データベースに収録
を進めることによって、学術的に利用価値の
高いデータベースが構築できるものと考え
られる。また、各博物館の収蔵状況を把握す
ることができ、収蔵担当者との情報交換がで
きた。そのため、将来の標本ネットワークの
構築に向けて、例えば、データベースの共通
化や規格化など、各収蔵部門どうしの共同作
業の促進につながると考えられる。 
 
(3)明治・大正・昭和前期の論文に記載され
た古生物証拠標本について、それらの分類学
的再検討や、タイプ標本のステータス確認な

どの精密な調査を行った。おもに東大博物館
に所蔵された新生代貝類化石標本について
研究を行った。また、それらの東大所蔵の証
拠標本に関連して、他の博物館・研究機関に
所蔵された標本の調査を行った。特に、論文
記載時には東大に収蔵されていたが、現在は、
さまざまな経緯によって分蔵されてしまっ
た標本について、その所蔵状況の実態を調査
した。本研究では、北海道大学総合博物館、
東北大学総合学術博物館、産業技術総合研究
所地質標本館、国立科学博物館、京都大学総
合博物館、九州大学総合研究博物館等におい
て、それらの標本の調査を行った。その成果
の一部は、松原ほか(雑誌論文①, ②)で公表
されている。 
 本研究の成果は、特に次のような点で意義
がある。まず、大学等の高等教育・研究機関
における博物館は、研究された証拠標本など、
学術資料を恒久的に保存・管理する施設であ
るとともに、それらの資料を使った実証的な
研究や教育を行う場である。そのため、本研
究では、100 年近くにわたって保管・収蔵さ
れた学術標本について、改めて研究資料とし
ての再利用を果たしていることから、資料の
継続的な保管・収蔵事業に対する学術的重要
性やその意義を示すものである。 
 
(4)本研究における分類学的再検討など学術
的な精密調査は、研究代表者の所属する東大
博物館の所蔵標本を中心に行った。一方、他
の博物館ではおもに概要調査を行ってきた
が、その概要調査にもとづいた精密な所蔵調
査に向けてのケーススタディとして、京都大
学総合博物館において調査を実施した。調査
は、大正・昭和前期に京大に在籍、教授を務
めた槇山次郎博士について、その全著作の論
文に記載・図示された、おもに新生代貝類化
石、哺乳類化石の証拠標本のリストを作成し、
それらのリストと、所蔵標本を逐一照合・確
認した。その結果、対象となる標本 670 点以
上について、標本の所蔵の有無や、その状態
を調査し、実物標本や標本ラベルの画像撮影
を行うことができた。また、記載・タイプ標
本などの分類学的再検討を行った。本研究の
成果は、今後、論文等による発表の他、研究
成果(1)で構築したデータベースのウェブサ
イトから公開する予定である。 
 
(5)本研究の主要テーマである論文に記載さ
れた古生物証拠標本に関連して、東京大学総
合研究博物館において、特別展「東大古生物
学―130 年の軌跡」を行った。論文に記載さ
れた証拠標本の保管・整備の重要性をアピー
ルするよう、東大古生物学の 130 年の研究史
について、これまでに整備された証拠標本を
主体に展示を行った。［その他③］ 
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